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(ノート部記載なし)
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計測事業の約５０％を占めるモバイル計測事業が、引き続いて業績を牽引しま
した。成長ドライバーは、ＬＴＥ方式の開発需要、スマートフォン（スマホ）の開発、
製造の各用途市場、周波数再編や接続品質改善の無線ネットワークの整備化
投資です。一方で、市場別、顧客別によって投資動向、投資規模で大きな変化
や差異が見られるようになってきました。くわえて第２四半期以降のモバイル通
信分野の企業買収、事業再編、事業の縮小撤退などの顕著な動きは、バ
リューチェーンの変化や市場ミックスの変化を伴うものとなっています。

２０１２年度と同様に、ＬＴＥ開発用途、端末の開発、製造の各市場とも活発な動
きが見られたのは、有力なプレイ ヤーが存在する北米市場、続いてアジア市
場でした。それに比して、日本市場のスマートフォンベンダー、オペレーターはと
もに、前年同期比で設備投資を大きく縮減しました。

産業機械事業は、上半期全体を通して日本市場、北米市場を軸に堅調に推移
しました。

その他事業の情報通信事業は、公共投資予算の執行に関わる要素が大きい
ため前年同期と同様の水準でした。
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受注高は、前年同期比７％増加の５０６億円でした。

売上高は、前年同期比４％増加の４８１億円でした。海外の顧客対応のための
体制を拡充したため、その関連の費用が増加したこと、くわえて海外グループ
からの調達費用が円高修正（円安）によって増加したため、営業利益は前年同
期比２７％減少の６３億円となりました。税引前利益は、円安に伴う為替差益が
金融費用を上回り、６６億円となりました。四半期利益は前年同期比３７％減少
の４３億円でした。包括利益は、在外営業活動体の為替換算差額１１億円を計
上した結果、前年同期比９％減少の５６億円となりました。



計測事業の受注高は、前年同期比４％増加の１８１億円でした。産業機械事業
の受注高は、前年同期比２３％増加の４５億円でした。グループ全体としても前
年同期比９％増加の２５２億円でした。

計測事業の第１四半期および第２四半期の受注高は、前年同期を上回る水準
を確保しましたが、堅調な北米市場、アジア市場の受注が日本市場の落込み
を補う結果となりました。２０１２年度上半期の日本市場でのモバイル関連の設
備投資が活発であったこともあり、前年同期と比較して、市場別の受注動向は
大きな変化となりました。

産業機械事業は、日本の大手食品メーカーの設備更改需要に堅調さがみられ
ました。
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計測事業は、前年同期比３％の増収の売上高３６５億円となり、営業利益６１億
円、営業利益率１６．６％でした。

計測事業の営業利益率１６．６％の水準については、円高修正（円安）に伴う増
益要因はあるものの、海外顧客に対応するためのローカル体制の拡充に関連
した人員と費用が増加していることにくわえて、日本市場の大幅な縮減の影響
によるものです。

産業機械事業は、前年同期比１３％増収の売上高８２億円、同３３％増益の営
業利益６億円でした。



四半期単位の利益率は、市場ミックス、事業ミックス、プロダクトミックス、季節
変動などにより変動します。なお、第２四半期までの２０１３年度通期計画に占
める進捗率は、売上高で４７％、営業利益で３７％でした。

なお計測部門の四半期単位の営業利益率は、第１四半期１５．２％、第２四半
期１８．０％でした。
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地域別の売上高構成比率に占める日本市場の割合は、２０１２年度通期の３
７％、同上半期の３９％から、２０１３年度上半期は２６％まで、大きくシェアを低
下させました。日本市場での売上高は上半期比較で前年同期比２９％の減収
となりました。

これは、日本の有力なプレイヤーによる、スマホ事業からの撤退、縮小や製造
ラインの設備投資抑制による影響です。

一方で、米州市場はＬＴＥ関連の開発需要が引き続いて伸長しました。アジア
市場ではＬＴＥ開発用途およびスマホ製造市場の両面で動きが見られるなど、
前年同期比で増加しました。
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営業キャッシュフローは、上半期の季節的要因でもある売上債権の回収増に
加えて、棚卸資産の圧縮にも取組んだ結果、運転資本合計として資金の流入
となり、７８億円の資金獲得となりました。営業キャッシュフロー・マージンは１６．
２％となりました。

投資キャッシュフローの設備投資２２億円のうち、主なものは福島県郡山市に
おける新工場建設にかかわる費用１１億円です。なお新工場は、２０１３年７月
初旬に稼動しました。

その結果、フリー・キャッシュフローは４５億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローの２４億円の資金流出のうち、主なものは配当金の支払
い１８億円です。これは、前年度の期末配当、１株あたり１２円５０銭の支払い
分です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より２８億円増加の４０５億円
となりました。



２０１３年度の通期業績の見通しは、４月２５日に発表した計画と変更はありま
せん。

下記のとおり、現下の状況は年初計画の前提とは異なる要素もありますが、年
初計画の達成に向けて、組織を挙げて取組んでいく所存です。

アンリツグループの業績を牽引しているモバイル計測事業のメガトレンドに大き
な変更はありません。しかし外部環境とりわけ顧客の競争地位や投資姿勢は、
刻々と変化しています。ＬＴＥ方式の開発と普及に係わる投資は、引き続き一層
の拡大が見込まれます。とくに今下期は中国でＴＤＤ－ＬＴＥのサービスが始ま
ることが期待されます。スマートフォンの普及は、米国、日本、欧州などの高価
格帯のハイエンド・スマホ市場の成長率が鈍化する一方、中国、インドそして新
興国では中価格帯、低価格帯のスマホ市場が急速に拡大しています。拡大す
る市場がある一方で、日本のスマホベンダーの事業撤退や投資抑制に伴い、
日本市場では苦戦を強いられています。

このように成長市場といえども、市場と顧客の動向が目まぐるしく変化している
のが実態です。外部環境の変化はアンリツの事業リスクでもありチャンスでもあ
ります。アンリツは、このような市場変化に的確にスピーディに対応し、適切な
施策と投資を行うことで、事業リスクを成長機会へと結び付けていきます。
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当社のコンフォーマンステストシステムが、LTE-Advancedのキャリアアグリゲー
ション規格に準拠したRF/RRMコンフォーマンス試験およびプロトコルコンフォー
マンス試験において、業界で初めてGCFの認証を取得しました。

LTE-Advancedの商用端末開発に際しては、北米ではPTCRB、欧州およびアジ
ア（日本を含む）ではGCFが認証したテストシステムを用いてRF/RRMコン

フォーマンス試験、プロトコルコンフォーマンス試験を行い、端末の品質基準が
国際規格に合致していることを客観的に証明する必要があります。

当社は、アメリカで導入が予定されているLTE-Advancedにおいて、2013年6月
に業界で初めてキャリアアグリゲーションに対応し、業界最多のPTCRB認証を
取得しています。さらに今回、韓国で導入されるLTE-Advancedにも業界で初め
て対応し、キャリアアグリゲーションのRF/RRMコンフォーマンス試験とプロトコ
ルコンフォーマンス試験において、GCF認証を取得しました。

今回の認証取得により、当社のコンフォーマンステストシステムのGCF/PTCRB
認証は、RF/RRMコンフォーマンス試験で60件、プロトコルコンフォーマンス試
験で48件に達し、業界最多となりました。

*RFコンフォーマンス試験：携帯端末の送受信特性、パフォーマンスなどが国際規格に適合していることを
確認するための試験。

*RRMコンフォーマンス試験：基地局と携帯端末間の無線回線などの制御に関する試験。

*プロトコルコンフォーマンス試験：携帯端末と基地局間の通信手順が国際規格に適合していることを確認
するための試験。
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「グローバル・フロスト＆サリバン・アワード」は、グローバル市場において、競
合に対する先進性、優位性、革新性、戦略的な製品開発といった基準で評価し、
顕著なパフォーマンスや優れたサービスを生み出した企業を表彰するアワード
です。

今回、アンリツは、基地局の建設保守市場における優れたリーダーシップが評
価された結果、サイトマスタに対して「マーケットシェア・リーダーシップ賞」と新
商品ＰＩＭマスタに対して「新商品イノベーション賞」を受賞しました。
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移動通信基地局の建設・保守向けに、大幅な小型軽量化を実現したPIM
（Passive Intermodulation）計測器を提供し、顧客満足を向上しました。

特許技術であるDistance-to-PIM(TM)は「業界のデファクト・スタンダード」とされ、

最新技術を活用した革新的要素により、製品の顧客価値を高める特徴・ベネ
フィットが評価されました。
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アンリツは、目標とするＣＳＲ達成像を、（１）安全・安心で快適な社会構築への
貢献、（２）グローバル経済社会との調和，（３）地球環境保護の推進、（４）コミュ
ニケーションの推進 に整理して重点的に取組んでいます。

このようなＣＳＲの取り組みは、企業価値(Enterprise Value)を構成する重要な要
素でもあります。ＳＲＩの中でもグローバルな投資市場で評価されるFTSE4Good
インデックスの構成銘柄に選定されたことを励みに、今後とも積極的にアンリツ
らしいＣＳＲ達成像の実現に取組んでまいります。
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アンリツは、株主・投資家の皆さまの期待に応えるべく、企業価値の向上に取
組んでいます。その改善度を測る重要な経営指標が、（１）アンリツ独自の経済
的付加価値を創出する指標ＡＣＥ（Anritsu Capital-cost Evaluation＝税引き後営

業利益－資本コスト）、そして（２）株主資本に対するリターン効率を測るＲＯＥで
す。今回のファイナリスト選定を励みに、一層の「資本コストを意識した経営」を
徹底させ、「利益ある持続的成長」を目指してまいります。
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株主・投資家のみなさまのご支援とご協力をお願いして、２０１４年３月期第２四
半期の業績報告とします。


